































































































































































































































































































































































































の間に成立した『長谷寺験記』の上巻第三に 銅板を安置する所を 「本御堂」 、 十一面観音像を安置する所を 「今御堂」 表現し、同書下巻第一で銅板の安置場所について「今ニ当寺ニ有リ。本堂ト云是也」と記すことに着目される
（
26）。つまり、 ここに「今























お開きになった」 あるのはこの池のことである。昔は沼であったのを、安政年間に水を流出す 工事をしてから、現在は用水池となっている。山の峯にあるが、広さは二七○平方㍍程あり、どん 日照りにもかれたこと ない には秋ら春までかもがたくさんきたという。昔、このかもを猟師が撃ちにきたとき、大きい亀が泳 で る を見て、おどろいて逃げ帰ったという話 ある。また、 蛇が太 松 木 らたれさがっているのを見たという人もあったという。
　この池のあたりを、 「堂が屋敷」という。昔、ここにお堂












的近い時代 ことであるから、工事云々の話 事実 みてよかろう。当地ではこの用水池は地図（
図４・図５
）に示された初


















































































山がなべてそうであるように、 とんど深 緑色 杉の木で囲まれている。先述の土地の男性 よれば
（
33）、このあたりはか
つて松の木の林で、松茸がたくさん穫れたものだが、今はまるでダメになっ しまったと ことである。ま 、以前 鉄砲水が出て下流 被害が出たため、水の流れを調節する設備をつくったとのことで、池の手前（
東側
）には鉄製の水門があり、
これには開閉用の朱い丸ハンドルが付いている。この用水池現在の地図には河川から孤立した溜め池とし あらわ ているが、こ から かつ 水が流れ出 おり、下方 川（
白河川
）
に通じていた である。逵氏 踏査記録には「流水口から流れ出る僅かな流水の音が人気ない山間に響きわ っているのが印象的である。 」 とある 、 この日は水門が閉じているせいだろう、水音はいっさい聞こえなかった。ただ静けさだけがあ りを支
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図６  道沿いの小滝 図７  道沿いのせせらぎ



























































の正称と俗称の関係もやがて 逆転するのだろうか。なにやら歴史的名 のまさにその変わり目に立ち会っているようで、記念碑を前にしてある種 感慨にひたる。
　なお、桜井市域とその近辺には高
龗神や善女竜王を祀る神社













































































































の「下」に ことになる。ところが、秉田神社 現在も桜井市白河の地 から両者の位置関係を確認すると（
図４
） 、





























色のありがちな伝承に依拠している。結局のところどちら 立場をとるにせよ、一方を捨て、一方を取ることと が、この場合いずれ 選択にも合理的な理由は見 だせない。
　要するに迹驚淵が龗山の池であるか否かという問題、つまり




















































































き草壁の面影 偲び、その冥福を祈るためのも であった みても大過なかろう。ただ いずれにせよその背景にあるのは、吉野なり迹驚淵なりが夫君天武との思い出につながる地であり、同時にその地が宗教的な意味合 におけるあ 種の霊地として認識され いたということである。
　周囲の人々にとってもまた、迹驚淵は天武ゆかりの地である
とともに持統ゆかりの地としても認識されていたことだろう。そうした迹驚淵に道明らが銅板を安置し、その地の霊力を借りて持統の病気平癒を祈るといったことが仮にあったとしても、それはそれで当然のことと思われる。 そ 場合、目的を達するためには霊地 る迹驚淵の霊力とと に亡き天武の霊力を借りることが企図され、さらにそ 背景には天武 発願建立した結果みごとに皇后の病気平癒が叶った薬師寺の成功例 あ
るのだといえば、それは想像に過ぎるだろうか。
　いずれにせよ『日本書紀』にいう迹驚淵の地は、銅板の最初











































































































二十八日条には「律師法橋上人長朗申牒称、 大和国長谷山寺、是長朗先祖川原寺修行法 位道明、宝亀年中、率其同類、奉為国家、所建立也」云々とみえ、仮にこの長朗の牒状文が銅板に基づく作文だとすれば、九世紀末には寺家は銅板の存在を承知していたことになろう。ところが それ以降十二世紀前半に 「新縁起」 がつくられるまでは長谷寺 縁起 （
「古縁起」
）

















































かを示す史料はなく、 『郷土』 「口碑伝説」 （
本稿６頁
）では西岡


































































置されていたとすれば河村はそう言うであろうし、信友の印象にも強く残ったこ と思われる。 もそも「寺僧といへども、長老のほかには、此ものゝ在る事をだにしらず」とい 河村の証言からは、貴重な銅板を三重塔に奉安し、寺をあげてこれを尊崇している とはか り異なった状況が窺われる。信友の博覧強記ぶりに鑑みて 、や 「宝蔵」安置は確かなことと思われる。宝蔵につ て今詳し 調べる余裕がない 、ともかくも文政十一年当時、銅板はそこに納められてい のであ 要するに、銅板はいつの頃 「本堂」 （
『長谷寺験記』にいう
）か
ら宝蔵に移され、さらに文政十一年から明治九年まで 四十七年間のうち 宝蔵から三重塔へと移された と る。
　銅板の宝蔵安置については今ほとんど顧みられることがな
く、近世以降 銅板の安置場所 三重塔内とす が通り相場の如 なっているが、河村の言は明治以前になされた銅板の実見に基づ 唯一の証言であり、これを重視すべきであろう。また、信友 論考の冒頭には河村の搨
に基づく銅板銘の全文が




























































































」 （ 『仏教芸術』二二五、 一九九六年） 。同「持統天皇の呼
称に関する 考察」 （ 『日本宗教文化史研究』三ノ一、 一九九九年） 。同「長谷寺銅板の〝道明〟について」 （ 『新潟産業大学人文学部紀要』二○、二○○八年） 。同「長谷寺銅板の〝豊山〟について」 （ 『奈良美術研究』八、 二○○九 なお銅板銘 書風については東野治之「白鳳時代における欧陽詢書風の受容 古代木簡の研究』塙書房、一九八三年）を参照。
（２）
 逵日出典 「長谷寺」 （ 『国史大辞典』 第十一巻、 吉川弘文館、 一九九○年） 。同『奈良朝山岳寺院の研究』 （名著出版、一九 一年）第三章「長谷山寺の創建」 。
（３）
 私見では銅板銘の「飛鳥清御原大宮治天下天皇」は持統天皇を指す。前掲註 （１） の各拙稿、 とく 「持統天皇の呼称に関する一考察」 （ 『日本宗教文化史研究』三ノ 一九九九年）
（４）
 拙稿「長谷寺本尊十一面観音像の錫杖について」 吉村怜博士古稀記念会編『東洋美術史論叢』雄山閣出版、一 九年） 。
（５）
 福山敏男「長谷寺の金銅版千仏多宝塔について」 （ 『考古学雑誌』
二五ノ三 ・ 四、 一九三五年） 、のち『日本建築史研究続編』 （墨水書房、一九六○年） 所収。前掲註 （２ 逵論文。森田悌 「天皇の呼称の一考察」（ 『政治経済史学』三三五、 一九九四年） 。
（６）




岩波書店、一九九 年） 、同「本長谷寺と道明上人」 （ 『豊山教学大会紀要』二三、 五 。
（７）


























 『五畿内志 ・ 泉州志』第一巻（大日本地誌大系
34、 一九七七年、 雄山閣） 。
（
15） 『大和名所図会』 （版本地誌大系３、 一九九五年、臨川書店） 。
（
16）



















































次沙門徳道神応ヲ受ケ、公家ニ奏ス。十一面観自在菩薩ノ像ヲミガク。 則冥衆感応シテ尊像ヲ造、 宝石ヲ顕ハス。 今御堂ト云是也。 〈下略〉（下巻第一）〈上略〉天武天皇ハ舒明天皇ノ太子、天智天皇ノ御弟也。御兄ニテヲハシケレバ、天智天皇位ヲ取セ給テ 天武天皇ハ空（シ）キ御事ニテ有ルベクヲハセシニ、当山ニ伽藍建立ノ願ヲ発テ、終ニ位ニ付セ給フ。其願ヲ果シテ、此山ニ金銅ノ千体釈迦 像 造リ 堂ヲ建テヽ自（ラ）彼ノ金銅ノ像ノ下ニ縁起ヲアソバシテ、今ニ当寺ニ有リ。本堂ト云是也。 〈下略〉
（
27）
 永井氏はこのほかにも、 白河と本長谷寺（逵氏のいう「銅板安置堂」 ）の関係を物語るものとして以下のような史料を引く（以下便宜上史料に①②の番号を付す） 。
①






























･ 五味原康晴文書 「古例定書次第」 の 「元長谷寺之次第」 （ 『桜井市史』
























に、当大字の頭仲間 年番交代で、紙衣をきせ その上へオシロイを一箱べったりとぬる行事のことであろう。戦前は毎年旧正月五日、真夜中に本堂内で行っ いたと う 戦後は新暦の一月二十日になったのが、いまは中絶して まっ のである 〈下略〉
　これらを要するに、①は本長谷寺の頭役を隔年で初瀬と白河村が勤
めたという話、②は「一箱べったり」の習俗が白河村（高山神社）にあってその返礼に長谷寺の僧が白河へ来ておつとめをしていたという話で るが、なぜか永井氏 両者を同じ事柄につ て記されたものみて、 「この重要な祭儀の頭を初瀬と白河が対等に交替制で行うということは やはり（白河が＝片岡補）本長谷寺 旧所在地 が故であろう」 とされ である ①に （下略部分も含めて） 「一箱べったり」に関する記述はなく ②（③も含めて）には「本長谷寺 頭役を隔年で初瀬と白河村が勤めた」という記述はない。これらはたしかに白河と長谷寺との関係の一端を物語るものではあるが、両者は るで別の話と思われる。
（
28）
 『桜井市史』下巻（桜井市役所 九七九年） 「民俗編 　第八章 　伝承」
「二、 池」 （六六三～六六四頁） 。同章は内藤憲彦氏の執筆。なお桜井満 ・上野誠編『泊瀬川の祭りと伝承』 （古典と民俗学叢書
18、 一九九七年、
おうふう） 「第七章 　泊瀬川の伝説」 （執筆：瀬尾満・入江英弥）にも同文が掲載されている。
（
29）
 なお松本俊吉氏は堂ケ屋敷 ・ 迹驚淵の地を 「巻向山からはその北東麓、東南に泊瀬山を仰ぐ巻向山中の霊地」としていて、この用水池と場所が一致する。同氏の著書の刊行は『桜井市史』下巻のそれに先行するが、当地の民俗歴史に通暁された同氏はこの用水池を迹驚淵とする言い伝えをおそらくはよく知っておられ、よく知っておられたがゆえに自明のこととして著書では記述を飛ばしてしまわれたのではないかと想像する。
（
30）
























































 池田源太 ・ 宮坂敏和『奈良県史 第五巻（名著出版、 一九八九年） 「第三章 　神社解説」 「四 　桜井市」 「曳田神社」には、 「元は白河神社と称したが、谷ひとつ距てた西の丘陵 俗称古宮跡に鎮座したという」として、曳田神社（秉田 ）が遷座したとする伝を載せるが それがかつ 「谷ひとつ距てた西の丘陵」にあったとし もそ 地龗山の池の「下」であることに変わりはない。
（
40）
 秉田神社 「下」に 迹驚淵」があると仮定したとき、ひ つの候補地となりうるのは、現曳田神社の南を流れる白河川の支流と白河川とが合流するあたりであろうか。 「迹驚淵」の語を水流 激しい所と解釈したとき、水の湧き出 いる
龗
山の池よりも二川の合流点の
方がふさわ い もいえる 、この地点は前回の踏査で 実見していないので今の時点では何ともいえな 。後日を期したい。
（
41）















ように、頻繁に吉野 でかけたのかは、ふつうに考えられる理由以外には、いま ところ、わたくしには、その動機がつかめない。たとえば、それは山間の勝地への清遊であったとか、そこが女帝と夫天武 の、ゆかりの場所であったとか、いったこ だ」とする。直木孝次郎『持統天皇』 （吉川弘文館〈人物叢書〉 、 一九六○年）は「吉野は持統にとって、 壬申 乱につながる思 出の深い地である」 とし、さらに（譲位後の吉野行に限定した文脈中ではあるが） 「彼女の目は、往年の大海人皇子 英姿が彷彿と浮かんだにちが ない。そのおもかげを追うて、彼女は へ旅したのでは かろう 」としている。また 前掲註（
43）倉本『持統女帝と皇位継承』は、頻繁な








 たとえば重松明久「高松塚古墳の築造事情」 （ 『古代国家と道教』吉川弘文館、一九八五年）は、 「吉野は斉明天皇以来、道教的神仙境の雰囲気に浸るべく、皇室・高官層をあげての宗教的遊覧の場となっており、離宮も営まれていた」とし さらに「持統天皇の頻々とした吉野行幸は、恐らく最愛の 太子の病気平癒祈願といっ 、切実な目的意識のもとに始まったと思われる。しかも皇太子のはかない病没ののちは、来世での仙遊
―
不死の旅へのいざないの祈念のもと
に、行われたものだろう」とす 。また福永光司・千田稔・高橋徹『日本の道教遺跡』 （朝日新聞社、一九八七年。のち『日本の道教遺跡を歩く』と改題して再刊。朝日新聞社、二○○三年）は、 「吉野宮つまりこの宮滝の地は古代人にとって道教の説く不老不死の世界である「神仙境」 、 あるいはそこに最 近いところと考えられた」とし、さらには 持統天皇はそこで、道教思想に基づく祭天の儀式を行うために来たのではなかろうか」とかなり踏み込んだ推測をしている。「祭天の儀式」云々、さらには天武・持統が道教信仰をもっていたかどうかについてはなお慎重 期す必要があろうが、吉野（宮滝）の地が一種の神仙境とみられ、持統がここに身を置くことで何らかの加護を望んだとする考えは認めてもよいと思われる。
（
47）
 辰巳正明「万葉集 中国文学」 （ 『和歌文学論集』編集委員会編『うたの発生と万葉和歌』風間書房、一九九三年）は 『懐風藻』 諸作品の分析から持統朝における行幸観の特徴を、 「①中国古代 聖王である堯帝と等しく、天皇は儒教的山水仁智の徳 楽しむ、②神仙しての天皇は、山川の美しい自然を楽しむ、③山川の美し 自然は、めでたい瑞祥によって彩られて る、④離宮の池 、西王母の瑤池
と等しく永遠の命を得られる、⑤この山川のすぐれた仙境の地は、復た帰って るべき場所である」とするが、このうちとくに⑤はすこぶる示唆的であ 。なお、 前掲註（
43）倉本『持統女帝と皇位継承』






















 福山敏男「長谷 の金銅版千仏多宝塔について」 （ 『考古学雑誌』二五ノ三 ・ 四、 一九三五年） 、のち『日本建築史研究続編』 （墨水書房、一九七一年）所収。なお福山氏は、 『日本三代実録』の記事は銅板制作に関する銘を寺院（ ） 創建に関する銘と読み換えたものといい、 「宝亀」 は 「神亀」 誤記とし 道明の僧位として される 「修行法師位」 （天平宝字四年〈七六○〉制定） ついては長朗による潤色を疑っている。
（
55）
 長朗が迹驚淵に置かれている銅板を見て牒状文を書いた可能性はきわめて低いと思われる。迹驚淵に のあることを長朗 なぜ知り得たのか、人里離れた迹驚淵まで長朗はわざわざ足を運び、なおか
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つその場であの難解な銘文を過たず写し取り帰ったのか等々、否定的な要因ばかりがすぐに思い浮かぶ。また迹驚淵に置かれたままの銅板の拓本によったのではないかとの考えもあろうが、そうし 憶測によるよりも、長朗が長谷寺内の銅板を見たとする方 はる に蓋然性 富む。
（
56）
 前掲註（６）永井「 長谷寺と道明上人」に次 ように 。…旧三重塔の旧址がある。豊臣秀頼の寄進 よるものであるが、明治九年に俘浪者 焚火 原因で焼失し 。以前からこの中には「千仏多宝塔銅板」が安置せられていたのである この炎上 際して偶然、在山していた画僧として著名な丸山貫 師 、単身 中にとびこんで、この重量のある銅板を抱えて塔外に救出したという。 （丸山師の法縁にあたる大河内海豪（長谷寺事務長） 、 および山本雨峰 飛鳥寺住職）両師の談）
（





に山田孝雄・香取秀真編「続古京遺文」 「古金石逸文」等を併せて一書としたもの。本稿の引用は勉誠社による再版第一刷（一九六八年によった。なお山田氏による末言 出版の因縁 には「拓本の蒐集借用選択擇等は香取君之を主り、原稿の整理印刷等の事 余之を擔當せり」とあり、本文の執筆者は山田氏としてよかろう。
（
59）前掲註（９）松本俊吉『奈良歴史案内』 。
〔付記〕　本稿は逵日出典氏のご教示によるところが大きい。かねてからの学恩に加えて、ご自身の貴重な踏査ノートの複写を惜しげもなくお恵み下さり、数々の有益なアドバイスを下さるなど、本稿は同氏のご配慮なくしては成しえなかった。まずもって特段の謝意を申し述べたい。また龗山の池への踏査には児島大輔氏の同行、協力を得た。本稿第二章掲載の写真はすべて同氏の撮影によるものである。記して感謝の意を表したい。
（二○一○年一月十五日稿）
